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昭和初期の雛人形
（歴史民俗資料館）

自分自身の成長についてスピーチする児童

　1月21日、十四山西部小学校で、４年生の児童たちが２分の１成人式を行い
ました。２分の１成人式とは、成人の半分の年齢の10歳を迎えた小学４年生た
ちが、いままでの自分を振り返り、両親への日ごろの感謝を伝えるものでした。
　式の中では、自分の生まれた時の様子や将来の夢についてのスピーチや、リ
コーダーと歌の発表などがあり、成長した姿をお母さんたちに見せていました。
式の最後にはお母さんたちと日ごろの感謝をつづった手紙を交換し、児童たち
はうれしくも照れくさそうに読んでいました。

２分の１成人式

　1月25日、国指定重要文化財の「服部家住宅（荷之
上）」と県指定文化財のある「弥勒寺（鳥ケ地）」の２か
所で消防訓練が行われました。これは海部南部消防
署と市が実施しているもので、地元消防団や地域住
民が参加しました。
　服部家住宅では、第３分団団員による放水銃を使
用した放水訓練、署員らによる防火診断が行われま
した。

文化財を守るぞ！

放水訓練を行う第３分団の団員

車いすを体験する児童

　1月28日、大藤小学校で市社会福祉協議会による
福祉実践教室が行われました。この教室は、社会に
出てお互いが助け合えるようになる第一歩を学ぶ教
室でした。
　車いすでマットの上を自走した児童は、「進みにく
い。うまく曲がれない。」と大苦戦し、車いすの大変
さを体験し、補助をした児童は乗っている人を思い
やる気持ちを学んでいました。

思いやりの第一歩

　２月３日、大藤保育所で節分の行事として豆まき
が行われました。怒りんぼう鬼やグータラ鬼、イン
フルエンザ鬼などユニークな鬼が登場していました。
　最後には強力な「先生鬼」が現れ、所児達は鬼を外
に払うべく協力して退治していました。
　邪気など悪いものを払い、綺麗な身体で新しい春
を迎える楽しい行事となりました。

鬼は～外！福は～内

協力して鬼退治をする所児

発足式に出席した六機関のトップら

　２月９日、海抜０メートル地帯が広がる海部南部地域
の六機関でつくる「海部南部防災対策連絡会」の発足式
が行われました。六機関は、蟹江署と弥富市、蟹江町、
飛島村、同町と海部南部の消防本部です。各機関のトップ
でつくる連絡会を年一回以上開催するほか、防災担当者
らによる幹事会を行います。
　複数の自治体と消防が加わる連絡会は県内初で、服部
市長は、「インフォーマルではなく、正式にこのような
連絡会の発足は非常に心強い」とあいさつしていました。

海部南部防災対策連絡会発足式

▼対　　象　市内に在住、在勤、在学の方
▼応募方法　郵送の場合は写真の裏面か別紙、また、Ｅメールの場合はメー

ル本文に次の事項を書いて送付してください。
タイトル（18字以内）、写真の説明・エピソード（100字程度）
住所・氏名・年齢・電話番号・Ｅメールアドレス

▼応募条件
・応募者本人が撮影した作品に限ります。
・被写体に関する肖像権は、応募者の責任において了解が得られるものと
します。また著作権は、市に帰属します。

・写真は、解像度300万画素以上（目安）で撮影されていること、記録方式
はＪＰＥＧを推奨します。

・写真は返却いたしません。
・地区名と氏名または団体名を掲載します（匿名不可）。
▼送 付 先
○郵便　〒498−8501　市役所秘書企画課広報やとみ「こんな○○あった
がねー」係宛
○Ｅメール　koho@city.yatomi.lg.jp
▼問い合わせ先　市役所秘書企画課（内線224）

〜ご応募お待ちしております〜

　このコーナーでは、市民の皆さんが撮影した街の話題、自然・風景、地域の活動などを掲載していきます。
○○には、「こと」や「もの」、「ひと」などテーマは、自由です。皆さんの投稿をお待ちしております。

　江戸末期に又八地区で桜文鳥の飼育が始まり、明
治の初めに突然変異により白文鳥が生まれました。
これを改良して弥富は日本一の白文鳥の産地となり
ましたが、現在は環境や経済情勢の変化により激減
しています。
　しかし、間崎町八ノ割の間崎公園では白文鳥と桜
文鳥が飼育されており、可愛らしい姿を見せていま
す。一度見に来てね！

弥富は白文鳥誕生の地だがね
弥富ふるさとガイドボランティア

投稿！！ こんな ○○あったがねー♪♪ さあ、
投稿しよう！
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